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［訳註：『エステル記』第 1 章 9-22 節，客の前に美しい姿を見せることを拒んでペルシャ王に追放された王妃］のグロテスクな二重性に，「それは驚異の光景，
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グロテスクと女性をめぐって―アリソン・ミルバンク「流血の尼僧―女性ゴシックグロテスクの系譜」：翻訳と覚書―（２）（金㟢茂樹）
ンクは指摘し，新たな観点からゴシック小説のグロテスクな女性，特に「流血の尼僧」を考察
していく。
　 　まずゴシック小説の鼻祖ホレス・ウォルポールの場合であるが，巨大な兜や鼻血が滴る像と
いったグロテスクなイメージを登場させることによって，奔放な想像力や枠にとらわれない自
由な芸術が示されているとミルバンクは進めていく。またこれらのグロテスクは喜劇的・風刺
的側面もある。
　 　一方マシュー・ルイスの『修道士』に出てくるグロテスクな女性，すなわち「流血の尼僧」
に収斂される数々の女性の受難エピソードやイメージは生よりも死を強調し，あげくは主人公
の修道士アンブロジオの邪心を挫き地獄行きへと至らしめることになる。ウォルポールと違い，
グロテスクは男性の自由を制限するものになっている。グロテスクの機能は自由からそれを制
限するものに変容したとミルバンクは説く。
　 　次にメアリ・シェリーの『フランケンシュタイン』の主に二つのグロテスクを取り上げて論
を展開している。ひとつはヴィクター・フランケンシュタインの夢の中で恋人が死体になると
ころ，もうひとつは言うまでもなく怪物の姿である。どちらのグロテスクも主人公にとって，
修道士と同じく死と自由の制限を表す。しかし主人公は怪物を自分の創造物と認知しなかった
が，作家のメアリ・シェリーは自分のグロテスクな小説を「おぞましい子ども」と形容しなが
らも受け入れた。グロテスクを受け入れるところが主人公との違いである。またウォルポール
は自作の独創性を誇示したが，シェリーの場合はさまざまな寄せ集め，ハイブリッドなものと
して自作をとらえている。
　 　その後，グロテスクはリアリズムと親和性をもち，本物の幽霊というよりも心の領域（二重
の自己）との関係を射程に入れていく。ミルバンクはユゴーの『ノートル＝ダム・ド・パリ』
を考察する。確かに鐘番のカジモドの肉体はグロテスクだが，視野の狭さはあるにしても心は
崇高で，アラベスクを表象している冤罪のエスメラルダを救うために全身全霊を捧げる。そし
てカジモドとエスメラルダの白骨死体はグロテスクとアラベスクの「結婚」ともいうべきもの
であり，ユゴーによってグロテスクは肯定的な価値を帯びることになった。
　 　『白衣の女』のマリアンとローラはどこか実在的でない印象を受けるが，物自体を直接知る
ことができないというカント以後の世界認識の影響もあるだろう。マリアンのグロテスクは現
象的なものである。ローラには流血の尼僧さながらの姿で登場する場面があるが，死んでいる
のに実在するという二重性が物語の醍醐味でありサスペンス状態を作り出す。
　 　最後にミルバンクはシャーロット・ブロンテの『ジェイン・エア』と『ヴィレット』の分析
へと移り，ジェインとバーサにエスメラルダとカジモドに似た対のイメージ，あるいは二重の
自己を見る。二重の自己のテーマは『ヴィレット』でより深められていて，心に葛藤を抱えるルー
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シーはグロテスクを取り込むことで自尊心を育んでいく。さらにムッシュ・ポールの死の可能
性に近接された，悪者全員が長寿を全うしたというグロテスクな結末，すなわち死とグロテス
クで小説が締めくくられることで，小説自体が幽霊のごとく曖昧な両義性をもつようになった。
ルーシーとムッシュ・ポールは抱き合っているかもしれないのである。
　 　ミルバンクは結尾として，グロテスクは通例の意味や認識に揺さぶりをかけることによって
自己と世界との乖離，矛盾が生じるが，それを逆手にとれば豊かさへと転じる契機になるので
はないかと述べる。女性ゴシックはグロテスクによって活性化されるのであると締めくくる。
　ざっと以上のようになるだろうか。
　論旨がたどりにくいと先述したわけは，ミルバンクが「女性ゴシックグロテスク」に含
めるものに，男性作家による女性登場人物のグロテスク（『修道士』の流血の尼僧，『白衣
の女』），女性作家による女性登場人物のグロテスク（『ジェイン・エア』のバーサ，『ヴィ
レット』），女性作家による男性登場人物のグロテスク（『フランケンシュタイン』の怪物
―ただし一部に女性の体を有する―），男性作家による男性登場人物のグロテスク（『ノー
トル＝ダム・ド・パリ』のカジモド）などがあり，また女性が尼僧と会
・
う
・
ことと尼僧にな
・
る
・
ことも含めて，作家と作品，登場人物や視点をよくいえば柔軟に悪くいえば未整理なま
ま取り込んで論を展開していることに一因があるだろう。
　また次のようなこともある。「ルイスのグロテスクの中心的な機能はずっと，男性の自
由には限界があり，物質的制約のために自由が獲得できないことを示すことにあった」と
ミルバンクは述べている。だが，『オトラント城』が「作者ウォルポールの万能と天賦の
才による自由な表現の実践」であるのと同様に，ルイスもまた『修道士』というグロテス
クな作品によって風刺的側面は不足しているにしてもウォルポールに劣らない天才を発揮
したともいえるのではないか。また逆に『オトラント城』のグロテスク―巨大な兜はグロ
テスクかもしれないがグロテスクな女性ではない―は暴君マンフレッドの野心の障壁，す
なわち男性の自由の限界になっているともいえるのである。要はそれぞれの強度差から考
えるべきなのだろうか。
　ところでグロテスクな女性に男性が会うのと女性が会うのとでは，性差の影響がすでに
構造化されているかもしれない。いささか安直だが，男性の場合は恋人が「流血の尼僧」
＝〈他者〉＝〈死〉として登場することが多いであろう。一方女性の場合は同性というこ
ともあって，「流血の尼僧」＝〈分身〉〈二重の自己〉となる可能性が高い。そうであれば，
同性の視点に同化してその成長を描きやすい女性作家にとっては，主人公が「流血の尼僧」
を取り込むことで活性するといった経緯をとりやすいのではないだろうか。ミルバンクの
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説くようにグロテスクは女性にとって強みになる所以である。反対に「流血の尼僧」に飲
み込まれる危機も外在的な〈死〉ではなく，舞台は個の内面となろう。
　ともかくミルバンクの議論は論理的というより連想的に展開していく。そうした理論の
飛躍をよしとするか否かは人によって反応が異なるだろう。しかし積極的に評価すべきは，
論理だけでは生まれない発想の豊かさにあるかもしれない。個人的にはフランケンシュタ
インの怪物が美学的・性別的にハイブリッドだという指摘や，『失楽園』の特定の場面と
関連させた点など示唆に富む。また，ジョン・ダンの詩「聖遺物」にある有名な奇想の句，
死後の逢瀬を説く「我が骨の周りにある金髪の腕輪」を彷彿とさせる，カジモドとエスメ
ラルダの白骨遺体をグロテスクとアラベスクとの結婚と称して肯定的なグロテスクへと転
換したところなど興味深い。これをモデルに，ロチェスター／バーサとジェイン，ムッシュ・
ポールとルーシー・スノウのペアの分析へと筆を運び，とりわけ『ヴィレット』そのもの
を「流血の尼僧」と見たのは驚きであった。
　ともすればこれまでの批評，とくにフェミニズムよる女性グロテスクの批評は，女性の
アブジェクションや，男性側の疾しさや恐怖の投影と位置づけて展開しがちだった。そう
した視点と異なるミルバンクの論，すなわち女性の強みとしてのグロテスクという考えは
これまでの論考を乗り越えようとする意欲作として少なくとも評価すべきであろう。
